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災
害
時
に
相
互
応
援

　

長
崎
・
熊
本
・
鹿
児
島
３
県
の
７

市
町
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

（
民
児
協
）
が
９
月
８
日
、
熊
本
県

天
草
市
の
ホ
テ
ル
ア
レ
グ
リ
ア
ガ
ー

デ
ン
ズ
天
草
で
、
大
規
模
災
害
時
に

互
い
に
委
員
を
派
遣
し
合
う
「
災
害

時
相
互
応
援
協
定
」を
結
び
ま
し
た
。

　

今
回
協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
長
崎

県
か
ら
島
原
市
・
南
島
原
市
、
熊
本

県
か
ら
天
草
市
・
上
天
草
市
・
苓
北

町
・
益
城
町
、
鹿
児
島
県
か
ら
本
町

の
計
７
市
町
の
民
児
協
で
す
。

　

締
結
式
に
は
、
各
民
児
協
の
会
長

や
関
係
者
ら
約
50
人
が
出
席
し
、
本

町
か
ら
は
長
島
町
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
川
田
幸
則
会
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

に
よ
る
と
、
民
児
協
で
３
県
を
ま
た

が
る
広
域
の
協
定
締
結
は
全
国
初
と

の
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
協
定
を
結
ん
だ
３
県
間
で

大
規
模
災
害
が
発
生
し
被
災
地
の
民

児
協
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
、

被
災
地
以
外
の
民
児
協
が
委
員
を
派

遣
し
、
要
援
護
者
の
安
否
確
認
や
被

災
地
の
ニ
ー
ズ
把
握
、
避
難
者
へ
の

情
報
提
供
な
ど
に
あ
た
り
ま
す
。

　

終
了
後
は
、
益
城
町
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
の
稲
田
ハ
ツ
コ
会
長

が
熊
本
地
震
の
体
験
を
踏
ま
え
た
記

念
講
演
を
行
い
、
地
震
後
に
車
中
泊

し
な
が
ら
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅

を
回
っ
た
こ
と
や
、
今
も
仮
設
住
宅

で
暮
ら
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
委

員
が
い
る
実
情
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

川
田
会
長
は「
い
ざ
と
い
う
時
に
、

近
隣
市
町
村
間
で
ス
ム
ー
ズ
な
連
携

対
応
が
実
現
で
き
れ
ば
」
と
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

　

町
で
は
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

鷹
巣
小
学
校
（
大
野
憲
久
校
長
・

１
９
７
人
）
で
は
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
お
や
ど
り
読
書
会

（
下
平
忍
代
表
）」
を
招
き
、
全
学
年

を
対
象
に
本
の
読
み
聞
か
せ
を
定
期

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
８
日
、
同
会
が
鷹
巣
小
学
校

「
心
の
栄
養
」
を
育
も
う

で
の
読
み
聞
か
せ
を
実
施
し
た
後
、

子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
効
果
を

伺
い
ま
し
た
。

　
読
書
の
き
っ
か
け
作
り

　

自
発
的
に
読
書
に
向
か
う
子
ど
も

は
、
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

読
み
聞
か
せ
で
子
ど
も
が
興
味
を

持
っ
た
１
冊
の
本
に
出
会
え
れ
ば
、

関
連
す
る
本
に
も
興
味
を
持
ち
、
子

ど
も
の
知
的
好
奇
心
を
助
長
さ
せ
ま

す
。

　
語ご

い彙
力
の
向
上

　

読
書
で
は
、
日
常
会
話
で
は
使
わ

れ
な
い
語
彙
や
文
法
構
造
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
に
よ
り
、
語
彙
を
獲

得
し
、
識
字
能
力
を
高
め
ま
す
。

　
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

親
は
、
子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ
る

本
を
決
め
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら

子
ど
も
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
か
把
握
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
る
際
に
は
、
親
は
ど

の
よ
う
に
音
読
す
れ
ば
、
子
ど
も
が

興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
か
考

え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
、
子
ど
も

は
親
の
知
ら
な
い
一
面
を
現
す
こ
と

も
あ
り
、
親
に
と
っ
て
も
知
る
機
会

と
な
り
ま
す
。

↑おやどり読書会の読み聞かせの様子（鷹巣小学校）

民
児
協
が
県
境
を
越
え
締
結

↑協定書に調印し握手を交わす各民児協会長
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